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第23回UBL JPLSC会議議事録（2008年8月）

日時：2008年8月22日（金）13:30～16:00

場所：経営資源システム研究所の会議室

出席者（敬称略）：

· おふぃすK）上野

· プロセス経営研究所）川内

· 経営資源システム研究所）斉藤

配布資料：

1 UBL TCの最近の動き（2008年2月～8月）（斉藤）

2 UBL TC review to JPLSC comments of UBL 2.0（斉藤）

3 UBLのShipmentとConsignmentの日本語訳の整理，他（斉藤）

4 ConsignmentとShipmentの翻訳（Wikipedia，Oxford dictionary）（上野）

5 UBL 2.0 Errata 01の日本語翻訳表（斉藤）

1． UBL TCの最近の活動状況

資料「UBL TCの最近の動き」により以下の説明があった。（斉藤）

· UBL 2.1作成活動へ向けてUBL TCへの参加依頼

· UBL 2.0 Errata 01のPublic Review案内

· UBL 2.0 Update Packageの発行案内

· DELSC（German Localization Subcommittee）の設立通知

· Jon Bosakのe-mailアドレス変更通知

· UBL Customization Guideline V0.6の発行案内

· UBL TCモントリオール会議（8月4日～8日）の議題

· UBL JPLSCの活動レポート

· UBL ESLSCの活動レポート

· UBL TC電話会議方法の変更

· UBL.xml.orgでIDD作成貢献の依頼

［質疑応答，コメント］

· UN/CEFACTとの連携活動はどうなっているか。UN/CEFACTとの連携活動を進めた方が良い。（上野）

→UBLとUN/CEFACTとの連携活動は推進していると思われる。具体的な成果などの連絡などはない。（斉藤）

2． UBL 2.0の日本語翻訳結果の時発行したJPLSCからのコメントのUBL TCでの検討・対策状況

資料「UBL TC review to JPLSC comments of UBL 2.0」により，JPLSCからのコメントのUBL TCでの対策結果・計画の説明があった。（斉藤）

3． UBL 2.0の誤植修正版（UBL 2.0 Errata 01）の日本語翻訳の調整

(1) ShipmentとConsignmentの翻訳

［質疑応答，コメント］

· 日本では，ShipmentとConsignmentを明確に使い分けしていない。UBLでは，ShipmentとConsignmentを別々に明確に定義しているので，日本語翻訳も対応するようにする。（上野，斉藤）

· 複数のShipmentが一つのConsignmentで輸送されることがある。一つのShipmentが複数のConsignmentで輸送されることがある。（上野）

［結論］

· Shipmentの日本語訳は「貨物」とする。

· Consignmentの日本語訳は「寄託貨物」とする。

［補足説明］

· 1次翻訳では，Shipmentの日本語訳は「積荷」だったが，「貨物」の方が良い。

· 理由：貨物は価値のある品物を意味する。ゴミは，積荷とは言うが，貨物とは言わない。貨物は，貨物船，貨物機（航空機），貨物列車，貨物自動車（道路交通法）などの言葉で利用されている。UBLで出てくるShipmenは貨物が適している。

· Consignmentは，委託の貨物であるが，「委託」より「寄託」の言葉の方が良い。理由：委託は，サービスの委託などで利用する言葉である。物の委託の場合は，「寄託」が良い。寄託の意味（三省堂国語辞典）：物を他人に預け，その保管や処理を頼むこと。

(2) Shipment（ABIE）の中のConsignment（ASBIE）のCardinality

· 現UBL仕様では，Shipment（ABIE）の中のConsignment（ASBIE）のCardinalityは「1」であり，必須で1個を表す。これは「0,,n」（任意の複数個）にすべきと思われる。UBL TCへコメントする。

· 理由：理論的には，Shipment（ABIE）の中でConsignment（ASBIE）を利用しなくても良い。又は，複数個のConsignment（ASBIE）を利用しても良い。Sue Probertのコメントもある。

(3) Paymentのビジネスプロセス

UBLの主仕様書（UBL-2.0.html）の中の4.7.Paymentの説明が解り難いのでUBL TCにコメントする。

· 「In the payment collaboration, the Payee (who is most often the Accounting Customer) is notified of any funds transferred against the account of the Accounting Supplier using a Remittance Advice.」は間違っていると思われる。「In the payment collaboration, the Payee (who is most often the Sellar Party) is notified of any funds transferred against the account of the Accounting Supplier using a Remittance Advice.」が正しいと思われる。

· Figure 17 Payment Prosessの「Accounting Customer」は「Payer Party (Accounting Customer)」が良いと思われる。

· Figure 17 Payment Prosessの「Payee Party」は「Payee Party (Seller Party)」が良いと思われる。
(4) Remittance AdviceのPayerReferenceのDefinition

· 「An internal reference to the Payer’s order for payment」は間違っていると思われる。「An internal reference to the Payer for payment」が正しいと思われる。

· 理由：UBL NameがPayerReferenceとなっており，Payerへの参照を意味するBBIEである。Definitionの中にPayer’s orderがあるのは間違いと思われる。

(5) その他のUBL 2.0 Errata 01における日本語翻訳

· 斉藤が事前に翻訳した日本語翻訳でOKとする。特に誰からのコメントもない。

4． 今後の予定

(1) UBL 2.0の誤植修正版（UBL 2.0 Errata 01）の日本語翻訳

· 今回のJPLSC会議の結果を踏まえて日本語翻訳表（IDD-JP）を修正してUBL TCへ送付する。（斉藤）

· 今回の翻訳過程で見出した質問・コメントをUBL TCへ連絡する。（斉藤）

· 今回のJPLSC会議の結果を踏まえて共通BIEの翻訳表を修正してJPLSC各位へ送付する。（斉藤）

(2)UBLの活動

· UBLとUN/CEFACTの連携活動の推進を期待する。UBL仕様がUN/CEFACTの仕様に盛り込まれるようになると，UBLの普及が進むと思われる。

· UN/CEFACTがCC（Core Component）を調整・開発しているが，最近のCCリストを見るとBIEも含まれている。（川内）

(3)JPLSC活動

· 定期的な会議の開催は不要と思われる。必要に応じて会議を開催するようにする。
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